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韓国の服飾変遷再考

Rethinking History of Korean Costume (Hanbok) 

渡遺麻理藍

（要昏）

本稿は、韓国の民族衣装である韓般の歴史的変遷について考察するものである。韓月誌に関しては、椀・村、〔1982〕

によると rsoo年の間大きな変遷はなかったj とされるが、実際にはその細部にいくつかの変遷がみられる。そこ

で本稿では、キム〔2011］によっで復元された韓服と、柳・朴［1982］が各時代の特徴を述べている内容を照合しな

がら、とくに上衣の丈、桁、袖口、脇下の長さの時代的変還を明らかにするとともに、その変遷の理由について、

服飾と女性の生活史との関連に注目しつつ予備的な考察をおこなう。

また、韓服の変遷に関するこれまでの研究では、嵐｛谷史や民旗誌的な視点からの研究が不十分で、あり、これが

韓服の変遷を過小評価してきた要因のひとつであることを指摘する。本稿は、今後のより詳細な調査研究に向け

た準備作業のひとつに位置づけられる。

1章韓国の服飾の概要

朝鮮半島の服飾の変遷を見るとき費［2008］は「上古、

三酉時代、統一新羅時代、高麗時代、朝鮮時代、開港

期jと時代区分ができると述べている。〔賢 2008:p139]

現在、韓屈の畏族衣裳と呼ばれる衣販は韓服（チマ・

チョゴリ）である。韓服が形成されはじめたとされる

のは、 15世紀のことである。 15世紀は朝鮮時代に当て

はまる。 15世紀以前の服飾は隣国である中国の販飾 lを

着用していた。これは、高麗時代、明との朝貢関係が

あったからである。朝貢関係により、高麗は明の販制

を導入し、自国に普及させた。これにより韓服の起源

は明の服飾にあると考えられているのが一般的である。図 1 明代女性の服飾［賓 2008:p155]

そして、官服は朝鮮国内において徐々に独自の発展を

した。

朝鮮王朝の前に栄えていた高麗で、は、明との結びつきが強く、服飾のみならず、人とともに、多く

の＜モノ＞が移動していた。明において当時着用されていた衣服を確認すると、普段着は、「杉、襖、

板、背子、比甲、裾などがあり、その形は基本的に藤宋の古い制度にもとづくもので、あった。j とされ

る［華梅 2003:ppl56］。このことにより明の服制を導入していた高麗も同様の普段着を人々は着用して

いたと考えられている。

前述のとおり賢［2008］は服飾の変遷区分を 6期に分けた。これは、明の服飾を導入していた高麗と

朝鮮王朝の服飾はなんらかの違いがあるためと考えられる。高麗は、朝貢関係であった明以前の王朝

（宋、元）からも服飾を輸入していた。その一つを挙げるとすれば、元から輸入した旗頭盟2である。

篠頭里とは加護~：l と呼ばれるカツラの代用品として朝鮮王朝後期に提示された一種の冠4である。この
緩頭里は、高麗時代において、元の風俗をそのまま受け入れる風潮があった時期があり、その時期は
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宮廷内外で導入されていた。〔榔・朴 1982:ppl20]

また、柳・朴〔1982］において、高麗の上衣について次のように述べている。

（李徳惣の）「青荘館全書5J には、婦人たちの加老紳髪する髪様と丈が短かく袖巾が狭いチ

ョゴリは蒙古風であり （中略）我が国のチョゴリが今日のように丈が短くなり、コルム（紐）

を付けるようになったのと、女子達に流行した加老は蒙古風俗の影響だと云う。

［柳・朴 1982: ppl20] （括弧内は筆者挿入）

という事が述べられている。しかしこの『青荘舘全書』が書かれたのは、高麗時代ではなく、朝鮮王

朝後期であることを断っておく必要がある。ともあれ、高麗において元（蒙古）の様式を取り入れてい

たのは事実である。しかし、この記述の後、柳・朴［1983］は上衣が単に矩くなっただけとし、高麗時

代、朝鮮王朝時代においても、＜短くなった＞という印象のみの判断をしている。この判断は、前述

のとおり、筆者は乱暴であると考える。そのため、現在、韓服と称されている衣服が形成され始めた

とされる 15世紀以降の上衣を次の項で検証を行う。

2章上衣の変遷の検証

朝鮮王朝が始まった 1392年当時はまだ高麗の服飾が継承されていた。韓搬は 15世紀後期以後、 15

世紀前半まで着用されていた明朝の服飾から変化を始める。ここでは、 15世紀以降の上衣をキム［2011J 

の図版をもとに検証してし1く。

図 2 15世紀の上衣｛キム 2011:pp47］より後藤澄子氏作図

図2は、キム［2011］によって再現された 15世紀の越伴夫人の上衣である。遇、伴夫人は朝鮮王朝におい

て初めて木版画のそデ‘ルとなった女性である。この上衣の丈は 65cm、桁は 52cmとなっている。その

他の寸法は記述されていない。キム〔2011］は、 15世紀の上衣に対し、次のように考察をしている。
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［キム 2011:pp46]

（訳）チョゴリは腎部まで下がり、身幅は広い形態である。襟

は木版のような幅が広く作られている。腰には茎のように細

し市丑がある。

キム［2011Jは、袖口と襟に全体の服地とは色の違う布をあてがった。

この部分はすでに明朝の上衣から少し変化が生まれている。明代の服

飾は留のように上衣は膝元近くまで伸び、前身頃に紐をつけている様

子はない。これに対し、越伴夫人の上衣は、襟が暫部の位農へと少し

短くなり、短い維で前身頃を縛りとめている。

また、園 3の版画から見える衣服の一つは、外出用のコートを着用

していることである。このコートは、現在あまり着られていないが、
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図 3 越伴夫人の木版画（韓国民
宮廷や両班など富裕層の中のマナーで、あった。また外出をする際の服

立中央博物館所蔵）
飾において、女性は顔を隠す必要があり、頭から黒巾を被るか、チャ

ンオッと呼ばれる顔のみを出す様相をする必要がある。

では、 15世紀の上衣の特徴を纏めてして。一つ目は、裾が長いことであ

る。そして袖も広い。また、コルム（紐）も細く、上衣を留めるという機能

のみを果たしているようにも見受けられる。

同時期のもので椀・朴［1982］は 1560年代の寿衣6を考察した際、次のよう

に~）？，明している。

回 丈が長く、よって前が下に関かれ、現在のテウノレマキ

(durmaki干辛口トァl：屑衣）と添うように両側がふさがっている。

回袖は稿袖であり、袖丈は甚だ長く、袖下の線が直線になって

いて、袖口には幅広い布即ちクットン（keutdong苦号）がついて

いた。

回衿は表と裏が皆、今の裏襟の形と同じになっていて、きわだ

って見えた。

囚従って妊の形も裏椎のようについていて、椛の下が上に比べ

広く、多く合わせるようになっている。

回トリヨン（toryeon王珪：裾端）はまるで、唐衣のように曲線が

甚だ円くなっている。

［柳・朴 1982:pp291]

間 4 明朝の服飾｛周

1984:pp430] 

と述べている。しかし裾の長さについては何も述べられていない。国4において明代の服飾を再掲し

たが、明代の上衣が膝丈であったことが伺える。このほかにも各時代の大まかな特徴は述べられるも

のの、変遷としてはとらえられていない。

では 16世紀に入るとこの上衣にどのような変化が起こるのだろうか。
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図 5 16世紀の上衣［キム2011:pp196より転載］

16世紀の上衣は、関 5のように製図に寸法が事細かに表記されているものがある。丈と桁の寸法は

別個表記され、丈は 40.5 CIIl.；桁 56CIIlとなる。特徴としては、 15世紀の超伴夫人の上衣の丈が 65CIIlに

対し 24.5 CIIl減少し、図版からは袖口も幾ばかりか細くなっているように見られる。また、襟が 2重構

造になり、首と最も接触する部分に別の布（白布）があてがわれる。袖口は 15世紀も問様であるが、脇

にも別の布があてがわれる。それらの素材は、ほかの部分よりも丈夫なものが使われている。キム

[2011］の表現によると以下のような傾向が説明される。
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［キム 2011: pp50] 

（訳）広い長方形の形態の襟を木版型の襟というが、時代が進めば進むほど襟の付け位置が

チョゴリの椎から次第に奥の方に入る傾向がある。また、その両端には短い紐がついてい

る。

また、以上の事象だけでなく、 15世紀では裾のラインが一直線で、あったものが、緩やかな弧を描くよ

うになっている。これについて問時期の上衣を柳・朴［1982〕は次のように笛条書きで説明している。

白背丈が長く腰下回で下がる程度である

図袖丈は手持活長く、袖下が直線になっていて幅広い護側である。

部今は現在のチョゴリの 2能くらい、臨時くらい広く、衿の形は角ばっている。

回コノレム（結紐）は表と裏にあって、締く短く長さが潤嫌である。

〔椀・朴 1982:pp292〕

梯・朴〔1982］が使用した資料には襟に自‘い布がつけられていない。袖の長さの情報はWP・ 朴［1982]

による表現と新の長さが手を覆う程度となっている。キム〔2011］の寸法を確認すると桁は 56CIIlとなる

少しの差はあるが、手首を隠す程度の長さであると考えられる。
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そして、当て布として袖口や襟にJ.lljの布がつけられると前述したが、この布は、汚れたら取り換え

ることができる。やぶれやしつこい汚れがある際、取り換えてまた新しい白い布をあてがう。この行

動は、一つの韓服を長く着用するための延命措置でもある。このように当て布を縫いつけることは、

16世紀以後近代まで生活上着用されていた伝統韓般において常に存在していた。そのため、 17世紀以

降の上衣においても別の布があてがわれる。
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図 6 17世紀の上衣｛キム 2011:pp198]

17世紀の上衣について、キム［2011］による説明を確認する。

ろ：，音号，吾ロトァ！吾斗吾~~乙豆号斗場せ3持母ス~.JI司01斗．ろ］ロ1司アト号ユ工場オ1盈司斗之T

Z完全す.IL~01斗五時ミラ吟］主71t吉司01旦昆裂す号01-cz,jλト斗習会；号苦言言。1 ヰ.~叶叫ア干

す三三宣言♀呈裂しい1アト香斗． ロキ斗λ？号帯~等王寺斗．時 i:Jl~o] 号柱哲三主主号号許叶

吾ロトァl7t者会提o］号忍o］斗．

［キム 2011: pp92. 94〕

（訳）衿、袖口、脇付に色違いの布を飾った三回装チョゴりという。襟の切れ端は丸くなって

いるが、形状としては木版型となる。また、襟幅が狭くなっている。襟の上には白い布きれ

のトンジョンを付けるが、それも幅は狭い。

17世紀の上衣も 16世紀同様に襟と袖口に別の布があてがわれている。当て布は、袖口、襟だけにと

どまらず、脇にも発生する。この脇の当て布は、上衣の色よりもさらに濃い色を付けるよヨになり、

一般的には単なる飾り布という説明がある。特に山田［1978］の場合、次のように述べている。

チマ、チョゴリの着装状態は全身を上から下までおおい隠して、身体の線は全く見えない

ようにしてしまうのであるが、チョゴリとチマの脇での重なり分は、わずか 3cm位しかなく、

女性の動作によって脇部分の素肌が一部見えることが多い。女性は、このような細かい点に
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気を配って、デザイン上のチャームポイントとしたのではなし功瓦と思われる。そのためには、

脇当布に面白い函案や、美しい配色布を考えたり、又脇当布の代わりに縫い目を補強する意

味と装飾を兼ねて、チョゴリの脇縫い線上に色あでやかな小さなアップリケ状の飾りを施し

たものもある。

［山田 1978:pp46]

このように、山田［1978］は、チャームポイントと考えるとともに、当て布をアップリケ状の飾りとし

てみなしている。筆者は、この当て帯は単なる飾り布ではないと考える。

そして、この 17世紀での特徴は、当て布だけではない。それは、裾の長さが、より短くなることで

ある。これは、チマに服飾美の重点を置いたことにもよる。そして、チマに美を求めるあまり、作業

に支障をきたした。よって、作業上の便宜を園るために、別の紐で腰部を縛り、作業時にチマが広が

らないように押さえつけることをするようになってし1く。

このことに対し、榔・朴［1982］は次のように説明をしている。

田背丈が短くなりつつある。これは年代が降るほど、チョゴリの丈が短くなる傾向を表し

ていると云える。

図袖丈は初期のものと間じく依然として長いが、これは手を覆うための共通点で、あると

云える。そして袖下の線画直嫌である筒袖からや〉袖口をせばめた曲線に変わっている。

回衿は角ばっていながらも初期のものとは異なり尖った形式になっている。

回キヨツマキ 7（伊州aki吾ロトァ1：脇付）は脇下のみでなく袖の方に行きつつある。

部任は表と裏が同じように広かったのが漸次前椛が狭くなり、表椛に於いては下部の広

さは別に変わりがないが、上部は広くて椛線の傾斜が小さくなった。

回コルム（結紐）は現在の裏コノレム位の幅で実用的になっており、コルムが衿と同じ生地

になっていた。

［柳・朴 1982:pp292-293]

ここでは柳・朴〔1982］とキム〔2011］を総括して述べると、三回装チョゴリというものが発生し、それ

は、襟、袖口、そして脇に飾り布ができるという事になる。そして、襟とコルムについても形状に変

化が表れてくる。このことにより、コルムが単なる留め具の紐から見せるための装飾の紐へと変化を

始めていることにもなる。これらが 17世紀の特徴となる。そして、 18世紀においては次のように変化

がみられる。

7Uc.m 

国 7 18世紀の上衣［キム 2011:pp201]

：号電~OI
'22.5cm 
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まず、柳・朴［1982］とキム［2011］の説明を確認する。

目先ずチョゴリの長さが甚だ短くなっているのがわかる。前期の遺物の中、チョゴリの

長さが比較的短い完山雀氏のものと比べてみても、 100余年の間にこれ程短くなったと

いうのは大なる変容と云える。

白幡も体に合うようになっているし、袖丈もかなり短くなっているが、やはり手は

覆うていてこれだけは変わりがない。

回衿・袖丈・袖口・襟付等が狭くなると共に、ただ脇付だけが大きくなっている。

回衿は依然として角ばっており、少し尖っていた。

回トンチョン（樹今）の広さが前代よりも狭くなり、コノレムの幅は前代と変わりないが、

長さが長くなっていた。

［椀・朴 1982:pp293]
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［キム 2011:ppl40]

（訳）英祖が晩年のころに生まれ、純祖の 1821年に亡くなった清公主のチョゴりを再現した作

品で、チョゴジの長さと幅が短くて小さく、襟端も幅が狭くなっている。脇当ては袖に向か

つて傾斜が急、な斜線を描き、袖の形状は緩やかな弧を描いている。

18世紀になって初めて柳・朴［1982〕では裾の長さが短くなっていることの表記をする。しかしなが

ら、 17世紀から 18世紀にかけての 100余年で丈が一気に短くなったわけではない。また、キム［2011〕

の図を確認すると、脇と肘に切り替えがつけられている。これにより、楢の細し咋出で、あっても運動日が

しやすくなる。脇の当て布はこの頃には一般化されたようにも見受けられる。キム［2011］において、

18世紀の中で脇に当て布を施した上衣は、 18藩中 11着となる。またも 17世紀よりも短くなる上衣の

裾も特徴である。そして、肘に当たる部分で切り替えが発生する。この切り替えは、作業上一枚布で

作られる袖よりも屈折に強く、人の動きに合わせた形状へと上衣が変化を始めたことを意味する。 17

世紀以前は、肩で切り替えをするとそのまま袖口まで一枚布で作成された。また、 18世紀末期の上衣

について、柳・朴［1982］は次のように述べており、これは、 19世紀の衣服にも関連する内容である。

囚背丈がさらに短くなっている。

回袖丈は清桁群主のものに比べ中年期のものよりは長いが、老年期のものよりは短い。

回袖付と袖下は袖丈の場合と似ているが、袖口は狭くなっている。

囚衿と椛の小型化傾向が強くあらわれ、表権に比べ内経が一層小さくなっている。

回こ〉で特記すべき点は、衿の尻が角ばっていたのが丸くなっており、コノレムが大きくなり

つ〉ある事実である。

〔榔・朴 1982:pp295]
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これら 5つの特徴を確認したうえで 19世紀以降の上衣を確認していく。

？三苦言事

I毒患挑

鵠；弘主害、

図 8 19世紀の上衣［キム 2011:pp201]

19世紐に入ると、現在韓服と呼ばれているものとほぼ同じものが出来上がるといって過言ではない。

丈は、 19cm、桁は 71.5 cmとなる。

キム〔2011］は次のように 19世紀の上衣を説明している。

ぜ号司自ス？五三J ミラロ1喧 λ；i］~宮司ロトヰ号01ぺ曹三工会濯を斗λ｝会会提岩美 01

曽吐~唱す唱ミ］吋！と子泊l ス1.JI 三1 ミラ誓叶普ス.］ ?£0ト王ヰ叶｛Hきヰ o］匁斗．ユ司斗営舎~包

吋！ユヰスl 詰JI 王子日l~ 7｝云7］斗舎~千羽1 斗1 ロキ斗斗守祖母斗立ヰ号アトオ設斗．

〔キム 2011: pp148] 

（訳）伝統的なチョゴリは、洗濯をするたびに縫製をはずし洗い、また縫製をしていた。この

チョゴリは、厚手のため、洗濯のたびに縫製を外すことはなく、とても実用的なもので、あっ

た。しかし、厚手のために作成をするときは、キルティングのように細かく縫込み綿がずれ

ないようにするため、いずれにせよ面倒なものではある。

この韓販は冬用のため、上衣全体に綿がしきつめられ、その上をキノレティングのように縫いこまれ

たものである。しかしこの冬服ですら上衣め清から裾までの丈が非常に短い。 15世紀からの丈の変還

を確認しでも、次にあげる授乳韓服に近づく短さである。この 18センチというのは、女性のほぼトッ

プバストと同じぐらいの位震にあり、チマが胸部まで上がっていることが伺える。そして、胸部に係

る部分のチマには、刺繍が施されたものもある。ただし、刺繍の擁されたチマは、たいへん高値であ

った。そのため着用ができたのは、宮廷もしくは、開班9、妓生 l0などだけであり、それ以外の人は、

岳いさらしを巻いていた。このことを受けて、次のような上衣が発生する。
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関 9 授乳毘韓服｛キム 2011:pp202]

この上衣は、19世紀と同じ時期のものである。この上衣は脇下から裾までが 0.5センチ程度と短く、

袖を一直線に連結させたような形状をしている。そのため上衣の丈が非常に短く、必然的に乳房があ

らわとなる。図 10は Isabella1 1 [1898］が乳房をあらわにした韓服を

着た女性をスケッチしたものである。このスケッチよりも前に描かれ

た風俗離にも照様の乳房をあらわにした韓服がある。金貞我〔2005a］、

[2005b］は絵画に掛かれた乳震をあらわにした韓販を着ている女性を

もとに、「胸をさらす女性jとして朝鮮王朝時代の女性像を述べている。

金貞我［2005a）によると、

「朝鮮時代の女性における人生の最大の目標は男児を産むこ

とであり、男児を出産した女性は女としての使命を果たした

ことになる。出産後の豊満な胸は授乳する子供がいるとの証

明であり、男児を産んだ女性は堂々と胸をさらけ出し、街を

調歩できる。胸をさらす女性は、家計を支える将来の大黒柱、 鴎 10 授乳用韓服の女性

男児を生産した、立派な女性の表象である。j [Isabella 1898:pp 135] 

［金 2005: pl 0-11〕下線は筆者による

と述べている。

この「胸をさらけ出し、街を関歩できるj韓服は、子供を産んだ女性の象徴である。そして、子供

を産んだ女性のみが着用可能ということは、乳廃をあらわにすることにより、乳欽み子はいつで、も欲

しいときに授乳ができる授乳向けの韓服なのではないだろうか。よって、筆者はこの韓服について授

乳用韓服 l2と呼ぶ。

現在、授乳用韓服は見ることができない。しかし、朝鮮戦争が起きていた頃に在韓米国軍人らが撮

影した写真には、授乳用韓服と考えられる短い韓服を着た女性が被写体となっているものが多く残る。

また、国立中央博物館内に所蔵されている絵画にも授乳用韓服の女性と乳幼児が描かれているものけ

がある。これらを見る摂り、 19世紀前後にはこのような丈の短い韓服が構築され、民衆服のーっとし

て一定の地位を持っていたと考えられる。そして、 20世紀中期までこのような丈の短い上衣がその他

の民衆服と平行線をたどり残存し続けたことは、とても興味深い。
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額 2 20世紀の上衣［キム 2011:pp203]

20世紀の上衣は、形状こそ 18・19世紀の上衣に似ているものの、やはり授乳韓服のごとく上衣は短

く、袖口もさらに狭くなる。これは、生活をする上で広い袖訂よりも狭い袖口が好まれたことによる。

そして、肘の部分には切り替えがなくなるも、脇の当て布が大きくなり、この頃になると、山田〔1978]

が述べている装飾性も浮き出てくる。キムはこの図版の上衣の説明を次のようにしている。

旦λ｝主主 せミさ せ詞すスi.:il C-1°1ヰ．忍ロトァ17トスi.:il C-1斗lBj許cヰ オス］.:ilλトゼ正号位外1

7トすオ！壇持許~斗．ス~.:il司笠召01oJ] Bj許吋せ召0]7トすす司在旦守党］吋iスi.:il司王喧斗

号任会泣き2号斗］ λ？吟社是号ぢ~ l立o］ォ1 許岩美 o］すλ1 弁噂 01~斗．

〔キム 2011:ppl82] 

（訳）麻でつくられた三田装チョゴリである。脇当てがチョゴリ全体遺体して大きくなり、袖

に向けて作られる斜線も曲線を描いている。チョゴリの横の長さに比べて丈が短く、脇から

下着をちらりと見せるのが当時の流行であった。

キム［2011］の説明によると、脇から見える下着を見せることが流行となっている。これは、妓女ら

が当時のファッションリーダーで、あったためであると考えられる。彼女らは、いわばホステスであり

露出の高い韓服を着用して仕事をしていた。彼女らの服飾は、色艶やかなものが多く、民衆のあこが

れのような存在でもあった 14 0 そのため、脇当てに対して装飾性を高め、流行を作り出したと考察を

する場合、山田［1978］の表現は当てはまる。

図12 現在の上衣［筆者作図］

図 12の韓服は筆者が 2011年秋に購入した改良韓服である。また、この改良韓服は、上衣のみを見
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る場合、伝統韓服との差異は着崩れ防止のスナップの有無ぐらいである。近年の韓服は、このような

改良韓販が多い。その理由は、着付けをより簡単にしたということである。着付けは日本のように複

雑ではなく、一人で着付けが可能であるものの、やはり、素早く行うことは難しく、着る手i頓も決ま

っている。そのため、改良韓織を図のように伝統韓服においても適用し人々により定着したことにな

る。

この改良韓服は 1920年代に「新女性J1 5と呼ばれる女性たちにより改良されたものである。現在は

改良韓服という言葉の中に 2つのものが含まれている。それが伝統韓服の「改良韓服j と生活に密着

した f生活韓搬Jである。これら 2つの住み分け基準は明確ではないものの、韓国人自身は言葉を使

用する際区別をしている。 I6 

表 1丈と捺に対する変濯
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表 lにおいて 15世紀から 20世紀までの上衣の丈、桁、袖口、脇下の長さなどの推移をグラフ化さ

せた。すると、丈とともに、脇下の長さが右下がりになり、桁は右肩上がりの緩やかな弧を描く。＜

桁は少しずつ広くなる代わりに、丈が短くなる。＞という事が明らかになる。このような変化をデ、イ

テールとしてをらえることは難しい。そして、柳・朴〔1982］やキム［2011］においてあげられた特徴に

はいくつかの共通点を認めるも、論考がまだ浅い部分が多く見受けられる。

3章考察と今後の課題

本稿では、柳・朴〔1982〕が朝鮮王朝時代に韓服について変遷がないと扱われてきたことに対して事

実の再確認を行った。現時点では、キム［2011］の資料を確認する限り、変遷がないとは言えず、また、

妓女が流行の発信源として丈の短い上衣を作り上げたことなどが考えられる。しかしながら、妓女ら

以上に短い韓服が Isabella[1.898］の挿絵に描かれている。このもっとも短い韓服は、現存していない

ものの、韓国釜山にこの韓服を着た女性と乳児の鍛像が立っているという情報を入手した。金［2005]

において述べられた条件に当てはまっていることがわかる。

本稿では、特に丈の長さの現象について着話したが、柳・朴［1982］やキム［2011］の述べるよう襟に

ついても変化が続いている。もともとは木版裂と呼ばれるまっすぐな襟で、あったが、それが時を追う

ごとに徐々に曲線を得る。そして、曲線を得るのは襟だけでなく、袖も問様の事例が発生する。これ

らについて、筆者は、作業をする上で便宜を図ったものになるのではないだろうかと推測している。
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女性は、上流階級もなにも関係なく外出が難しかった上に、アンパンと呼ばれる女性専用の部屋が家

の敷地内にあり、その部屋で生活をしていたとされる。外に出る必要がないにもかかわらず、機能性

の低い衣販は、家事を行う上では不合理なものとも考えられる。

今後は、本稿で事実確認したものをより深く検証し、歴史的背景や政治情勢などを加味したうえで、

さらに論じていきたい。

l 中閣の服飾とした理由は、明以外にも唐・宋・元についても服制を流用していた経緯によるものである。

2 元の宮廷において使用された冠。元の旗頭里は色が多彩で、装飾品も豪華で‘あった。

3 加者とは統一新羅以前より発生していた付け髪で、いわばカツラのようなもので、あった。朝鮮王朝に入ると者

修の象徴として幾度となく規制された。

4 朝鮮王朝で使用した族頭車は、元の族頭呈を改良し、審移の関係から黒い布に装飾品を少し飾ったものである0

5 李徳懲（1741・1793）朝鮮王朝時代の北学派の実学者 f青荘館全審j は 18世紀後半に作成された。

6 牛-9.］葬儀で遺体に着せる服。朝鮮時代の士大夫の寿衣は身分によって異なったが、死者が生前着ていた礼服と

間様に仕立てられた。閏月のうちの吉日を選び、生前にあらかじめ仕立てておくこともあった。［金英淑
2008:pp259] 

7 これは、柳・朴［1982］およびキム［2011］の誤植もしくは誤認である。キョッマキ（gyeotmaki巷ロトフl：脇付）は「脇
の下を封じた服という意味j があり、上衣よりも丈、身幅ともに大きなものとされている。本来は、キョッパデ‘

（吾叫叫）でなければならない。キョッパデ、の意味は、「単衣を仕立てるときに、最もほころびやすい脇の内側を補

強するために当てる「く Jの字型の布j である。 i金用淑 2005:p44]
日生活上の動作などを含む。

日裕福な家のことで、主に官瞭や士大夫の家である。

l 0 遊女あるいは舞妓と同等の女性。そのため身分は…番最下患であるが、宮廷就きの妓生もいる。美しく、芸達

者で賢くないとなれないとも言われる。

1 1 Isabella Bird (1831・1904）フランス人女性探検家 18世紀末に日本をはじめとする東アジアに数巴赴き、そ

れぞれの地域の風俗などを事細かに記した。著書には『日本奥地紀行Jなどがある。

l 2 インターネット上では、「トップレス チマ・チョゴリ Jおよび f乳出しチマ・チョゴリ j と呼ばれ、現代の

風搭上の観念、において軽蔑されているように見受けられる。

l :J 申潤揺 f泣いている子換をおんぶする女性j 朝鮮 18世紀ごろの作品

1.t しかしながら、妓女は身分が…番最下層であるため、服飾のあこがれはあったが、率先して妓女になろうとす

ることはあまりない。しかし、宮廷就きの妓女などもあり、一言に妓女と述べてもその種類は多彩である。

l 5 f新女性Jとは、 1920年代に自本をはじめとする海外へ留学をした女性たちが海外の影響を受け女性の社会

参加などを呼びかけた人々のことを総称して f新女性jと呼ぶ。 f新女性jは特に平塚らいてうをはじめとする「新
婦人協会j をモデ、ルとしていた傾向が強い

l 6 ただ、し、言葉の違いによる先行研究はないため、一概に述べることができないが、筆者が 2011年 11月に行

った調査では使い分けをしている韓国人を多く見かけた。

（わたなべ まりあ／名古屋大学大学院博士課稜前期諜程比較人文学専攻）




